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伊是名島における休耕田の雑草群落に関する研究Ⅲ

セイコノヨシ群落と雑草群落の遷移

仲田栄二

(沖縄国際大学南島文化研究所特別研究員）
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1．まえがき 位置する有人島である。同島の規模は，面積13.87k㎡，

周囲16.7km，最高海抜119.9ｍ（大野山）で高低差の小

さい低島である。また，島の南東から北西にかけてチヂ

ン岳（119.2ｍ)，アーガ山（82ｍ)，天城山（108ｍ)，

大野山（119.9ｍ）などのいわゆる伊是名丘陵が走り，

これを分水嶺として東側と西側に数段の台地と低地が緩

勾配で海岸に伸びている。

伊是名島の土壌5)は，乾性黄色土壌，細士グライ土壌，

岩屑性土壌，粗粒グライ土壌，砂丘未熟土壌，岩石地黄

色土壌,グライ土壌など８つの土壌型に区分されている。

グライ士壌は丘陵地間や台地間の凹地に広く分布し，か

って水田として利用されていた。

（２）気候

吉良4)は植物の生長を左右する温度の数字を操作し

て，世界の気候の類型化をおこなった。これによると，

温量指数180゜～240゜は亜熱帯とし，温量的気候の立場か

ら独立した気候帯で扱っている。伊是名島は温量指数

220.3゜にあって，亜熱帯気候下にある。

伊是名観測所の気象資料2)によれば，同島の年平均気

温は22.4℃，平均年降水量は2017mmである。月平均気温

が20℃を越える月は４月から１１月までの８カ月間で，そ

の間の平均気温は25.2℃である。これに対して，１２月か

ら３月までの４カ月の平均気温は17.6℃である。これか

ら高温期と低温期の季節差が認められる。いわゆる前者

がながい夏型の季節であり，後者が短い冬型の季節を表

わしている。

降水量は５月から８月および10月の５カ月間に多く，

その平均は247mm/月である。９月および11月から４月ま

での７カ月間の降水量の平均は138mm/月で，とくに11月

と12月の月平均降水量は118mmと少ない。

同島は冬季に北東から北北西，夏季に南南東から南南

西の風が卓越しており，いわゆる東アジア季節風帯に属

前報7.8.9)において，伊是名島の耕作田および休耕田

に生育する雑草群落を植物社会学的方法に基づいて類型

化した。また，類型化で得られた植生単位については，

群落記載と遷移についての考察を行なった。

本報では，まず休耕田の終局群落と考えられるセイコ

ノヨシ群落の類型化と遷移について研究を行なった。さ

らに，同島の休耕田および耕作田における雑草群落の遷

移系列についても若干の検討を試みたので,以下その結果

の大要を報告する。

Ⅱ調査地の概観

（１）位置・地形・土壌

本稿で対象とする伊是名島（図１）は，沖縄本島北部

の北西の洋上北緯26度56分30秒と東径127度６分35秒に
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図１．調査地の地理的位置
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Ａ・セイコノヨシ群落（表１）

セイコノヨシ群落は高茎の多年生植物群落である。

調査資料は伊是名島の丘陵地間や台地間の凹地のグラ

イ土壌の休耕田に生育するセイコノヨシ群落から得られ

た（図２）。同群落は２層で形成されている。しかし，

している。

（３）植生

武内ら'0)によれば，伊是名島の現存植生は次のように

要約される。内陸の森林植生は，リュウキュウマツ群落，

ウバメガシートベラ群落，モクタチバナーヤブニッケイ

群落である。前者は，代償植生で丘陵および台地上に広

く分布し，後２者は自然植生で生育分布の範囲は狭い。

海岸林はクロイワザサーモクマオウ群落とアダン群落が

支配的である。著者の数回の観察事実から草地はススキ

クラス（乾性地)，畑地はシロザクラスによって占めら

れている。

（４）土地利用

伊是名村農村総合整備計画書3)によると，同島の総面

積はl541haで，そのうち農用地が644haと全体の42％を

占め，農業に重点を置いた土地利用形態を示している。

農用地の内訳は，水田が188ha，畑が409ha，採草放牧

地が47haである。作目別で見ると，水田の約２％が水

稲田として利用され，残り98％は雑草の繁茂する休耕田

になっている。このような状況は土地資源の利用のあり

方から考えれば，きわめて矛盾の多いことと言わざるを

えない。

0１２３４ｋｍ
’１１１１

図２．調査地点と概観

（注．図中の数字は調査地番号）

Ⅲ調査方法

（１）現地調査

現地調査は，1980年１１月２日と22日の２日間にわたっ

て，伊是名島の休耕田に生育するセイコノヨシ群落を対

象にして，植物社会学的方法で行なった。

群落調査は，均質な相観をなし，均一と判定される立

地条件下で，３２～100㎡の方形区を設置して行なった。

群落の階層区分は葉群層の独立と連続を基準にした。植

物群落の種フロラは階層ごとに作成した。階層毎の植物

種の被度および群度は全推定法')にしたがって測定し

た。なお，被度と群度については前報7.8)で詳説した。

（２）群落区分

群落区分は組成表作業過程6)に基づいて行なわれた。

（３）遷移

植生遷移の系列の判定にあたっては，調査対象の群落

とその接続群落について，次の８項目が記録された。接

続群落の単位名，群落構造，群落の種組成，活力度，群

落の相（先駆相，造成相，成熟相，衰退相)，群落の更

新（種子更新，栄養体更新)，人為影響の強弱，土壌の

乾湿，微地形。

群落が成熟期に進行するに伴って，草本第２層を欠き，

単層群落になる傾向が強い。草本第１層は高さ3.2～

5.1ｍ，植被率95-100％である。高さは植分によって変

化がある。草本第２層は高さ０．７ｍ，植被率１０％を示し，

貧弱な被覆である。

セイコノヨシ群落は伊是名島の古い休耕田に広い分布

域をもっている。同群落はヒメガマ群落やハイキピーチ

ゴザサ群落に接続して生育している。

セイコノヨシ群落はイネ科のセイコノヨシの優占する

植分であり，同種によって識別される。同群落は冠水草

表２．各調査地点におけるセイコノョシ

の個体数(｢Tf当たり）

枯死株

２４７

４８

２４３

Ⅳ、植物群落
２４４ １６

調査地番号
個体数

生育株 枯死株

２４５ ４７ ４１

２４７ ５１ ２５

２４４ ５４ ４８

２４６ ５７ ３３

２４３ ６２ ５８

２４４ ６８ １６
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表１．セイコノヨシ群落

典型亜群落（ｌ～９）、ホシダ亜群落(10）

通し番号 １２３４５６７８９１０

２２２２２２２２２２

４４４４４４４４３３

７６５４３２１０９８

字字字字字字字字字宇
内諸仲諸諸勢伊伊伊伊
花見田見見理是是是是

客名名名名

湿２２５２湿適３適適
１１１１

３３６３湿４湿湿

６７７１０１０４６８６４

××××××××××

６８８１０１０８７８８８

．３５４．５３．８４．３５．１４．７５４．４３．５４.６３．２

調査地番号（ｌＺ ）

調査地名

水深（c､）

調査面積（ｍ×、）

草木第１層の高さ

植被率

草本第２層の高さ

植被率

出現種数

群落区分種

セイコノヨシ

亜群落区分種

ホシダ

ハイキビ

クマノギク

随伴種

へクソカズラ

ッルソバ

ホウロクイチゴ

チゴザサ

１
１
１
１

ｍ
％
、
％

１
１
Ｉ
Ｉ

9０１００１００１００１００９５１００１００１００９５

．。．．。。。。・０．７

。。。。。。。。ｏｍ

ｌｌｌｌｌｌｌｌｌ８

Ｈ１ ５．５５．５５．５５．５５．５５．５５．５５．５５．５５．５

’－－－－７

。．。。。．・・・’１．１１

．・・・・・・・・Ｉ＋１

．．．．．．．．．１＋Ｉ
０－－－－－－

＋●●●●●●●●●

。。。．。。。．。＋・２

。。。．。。。．・＋

。。。．。．。．・＋

２
２
２

Ｈ
Ｈ
Ｈ

１
２
２
２

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

調査年月日('80)、ｌＺ－２４７、２４６，２４５，１１月22日；ｌＺ－２４４、243,242,241,239,

238、１１月２日．

調査者・仲田栄二

セイコノヨシ群落は接続群落および立地条件から判断

すれば，ヒメガマ群落とハイキビーチゴザサ群落から移

行してきたものと推定される。

セイコノヨシ群落は遷移の段階により，次の２亜群落

に区分された。

ａ・典型亜群落

典型亜群落は単層から成り，セイコノヨシの純植分で

ある。出現種はセイコノヨシの１種である。これはセイ

原のヨシクラス，ヨシオーダー，オギーヨシ群団にその

所属を判定することができる。

セイコノヨシ群落は地下茎での繁殖が旺盛であり，単

位面積のセイコヨシの生育密度は変化幅が小さく，そ

のために規則的な空間配分を示しているものと思われる

（表２）。また，同群落に枯死株の多いことについては，

自己更新の周期が比較的短いことを意味していると考え

られる（表２）。
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と思われる。後者は過湿な耕作田に生育し，耕作が停止

するとヒメガマ群落に移行していくと推定される｡また，

一方，水分条件が適湿に向うとコウキヤガラーコナギ群

落はハイキピーチゴザサ群落へ遷移していくものと考え

られる。ヒメガマ群落は，水分の減少に伴い早晩ハイキ

ピーチゴザサ群落へ移行し，また過湿田ではセイコノヨ

シ群落に置換される。ハイキピーチゴザサ群落は湿田で

は早晩ヒメガマ群落へ推移し，また適温田においてはセ

イコノヨシ群落に移行していく。セイコノヨシ群落は適

温田と見かけ上の乾田における立地の終局群落と考えら

れる。一方，過湿田の終局群落は著者の数回にわたる観

察事実からカキバカンコノキ（ケカンコノキも含む）群

落であると推定される。

上述のことを総括すると，1971年から登場した米の減

反政策以来，９年目を経過した休耕田における湿生遷移

系列は，図３のように表わすことができる。

コノヨシが他種との結びつきにおいて，親和力のないこ

とを示していると思われる。

ｂ・ホシダ亜群落

ホシダ亜群落は２層から形成されている。出現種は８

種を数える。同亜群落は，ホシダ，ハイキビ，クマノギ

クによって識別され，ハイキピーチゴザサ群落から遷移

してきた植分である。

Ｖ、休耕田（耕作田も含む）における雑草群落の

遷移系列

前報7,8)および本報で論じられた雑草群落の遷移系列

は次のように考察される。

コウキヤガラ群集とコウキヤガラーコナギ群落は耕作

田に生育している。前者は適温な耕作田に成立し，耕作

が停止するとハイキピーチゴザサ群落に置換されるもの

1971年（減反政策実施） 1980年

耕作田 休耕田

耕
作
田

Ｉ

過
湿

コウキヤガラーコナキ群落

コ
ウ
キ
ヤ
ガ
ラ
ー
コ
ナ
ギ
群
落

ヒメガマ群落 （
カ
キ
バ
カ
ン

コ
ノ
キ
群
落
）

湿
地
林

（
カ
キ
バ
カ
ン

コ
ノ
キ
群
落
）

湿
地
林

カ
ン

群
落
）

休
耕
田

土
湿

セイコノヨシ群落セイコノヨシ群落セイコノヨシ群落コ
ウ
キ
ヤ
ガ
ラ
群
集 ハイキビーチゴザサ群落ハイキビーチゴザサ群落

耕
作
田

適
温

コウキヤガラ群集

短茎草本群落期短茎および高茎草本群落期高茎草本群落期および亜高木群落期

図３．伊是名島の耕作田および休耕田における雑草植生の推定遷移系列（注：矢印は遷移

の向方を示す）
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Ⅵ、要約

１．本調査は伊是名島の休耕田（耕作田も含む）の雑

草群落の分類と遷移を明らかにする目的で行なった。

２．植生調査はチューリッヒ・モンペリエー学派の植

物社会学的方法で行なった。

３．伊是名島のセイコノヨシ群落から１０個の植生調査

資料が得られた。この資料をチューリッヒ・モンペリ

エー学派のテーブル処理法で表操作した結果，次の植生

単位が明らかになった。

ヨシクラス

ョシォーダー

オギーヨシ群団

セイコノヨシ群落

典型亜群落

ホシダ亜群落

４．伊是名島の休耕田（耕作田も含む）における雑草

群落の遷移系列は次のようになる。

Sｕｍｍａｒｙ

１．Ｔｈｉｓｐａｐｅｒｗａｓｃａｒｒｉｅｄｏｕｔｗｉｔｈｔｈｅａimofstudy‐

ingsuccessionalprocessandclassificationofweed

communitieso（no-cultivationpaddyfields（includ

ingcultivatedpaddyfields)inIzenalslands、

２．Thevegetationsurveywascarriedoutbyusing

thephytosociologicalmｅｔｈｏｄｏｆｔｈｅＺｕｒｉｃｈ

Ｍｏｎｔｐｅｌｌｉｅｒｓｃhoo１．

３．Ｔｅｎｖｅｇｅｔａｔｉｏｎｓａｍｐｌｅｓｗｅｒｅｏｂｔａｉｎedhom

PhragmitesKarkacommunitiesofno-cultivation

paddyfieldso（IzenalslandsFromtheresultsof

thetabulationmethodo(ZUrich-MontpellierschooL

the（ollowingvegetationunitswereclarri(ied：

ＰｈｒａｇｍｉｔｅｔｅａＴｘｅｔＰｒｓｇｌ９４２

ＰｈｒａｇｍitetaliaTxetPrsgl942

Miscanthosachariflori-PhragmitionMiyawａｋｉ

ｅｔＯｋｕｄａｌ９７０

ＰｈｒａｇｍｉｔｅｓＫａｒｋａｃommunity

Typicalsud-community

Thelypterisacuminatasub-community

４．Thesuccessionalserieso（weedcommunitiesin

no-cultivationpaddyfields（includingcultivated

paddyfieldS）ｏｆｌｚｅｎａｌｓｌａｎｄｓｉｓｓｈｏｗｎｉｎｔｈｅ｛ol

lowinghgure：

了一い…ノ

ヨ

コウキヤガラーコナギ群落÷ヒメ

↑
カンコノキ群落

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ群集→ﾊｲｷﾋﾞｰﾁｺﾞｻﾞｻ群落÷鼠→ｾｲｺﾉﾖｼ雛落
落
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